
2令和8年11月1日　とびしま議会だより

　９月定例会は、８月31日に招集され、９月18日までの19日間の会期で開かれました。
　招集日には、条例改正２件、補正予算３件、令和７年度の決算認定７件、工事請負契約１件、人事
案件２件、その他２件の計17議案が提出され、最終日には、工事請負契約の変更１件、議員発議の意
見書１件が追加提出されました。
　いずれも原案のとおり承認・可決・認定・同意・採択しました。
　一般質問は、会期17日目（９月16日）に８人が当面する村政の問題を質問しました。

■  ９月定例会のあらまし ■

一般会計収入
66億2,525万円

会　計　名 歳入額 歳出額 差引額
一  般  会  計 66億2,525万円 63億181万円 3億2,344万円

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険 4億9,515万円 4億8,648万円 867万円

土  地  取  得 162万円 162万円 ０円

介護保険
保険事業勘定 5億6,430万円 5億2,565万円 3,865万円

サービス事業勘定 68万円 58万円 10万円

後期高齢者医療 1億2,523万円 1億2,474万円 49万円

宅 地 造 成 事 業 6,512万円 4,113万円 2,399万円

公営企
業会計

農業集落排水
処理施設事業

収益的収支 3億1,645万円 3億1,628万円 17万円
資本的収支 1億1,690万円 1億1,848万円 （※）▲158万円

会計別の決算状況

村税
45億7,842万円

繰越金　3億6,268万円 その他　2億4,715万円

地方譲与税
2億2,136万円

法人事業税
交付金
9,349万円

国庫支出金
3億2,075万円

地方消費税
交付金
2億4,713万円

県支出金
1億9,492万円

繰入金　1億9,055万円

諸収入
1億6,880万円

村税の内訳
・村　民　税 9億8,951万円
〈　内　訳　〉 個人 3億2,778万円

法人 6億6,173万円
・固定資産税 34億6,928万円
・村たばこ税 8,937万円
・そ の 他 税 3,026万円

※資本的収入額が資本的支出額に不足する額は、当年度損益勘定留保資金で補てん。
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歳入83億円、
歳出79億円を検証!!

令和７年度決算

一般会計・特別会計
公営企業会計

＊一般会計歳出額63億181万円を住民（4,670人）1人当たりにすると、134万9,423円

一般会計支出
63億181万円

議会費　9,488万円

総務費
18億4,718万円

民生費
14億8,431万円

衛生費
5億3,920万円

農林水産業費
5億5,868万円

商工費
4,638万円

消防費
4億7,362万円

教育費
8億1,277万円

公債費（借金返済）
745万円

土木費
4億3,734万円

村公式
ホームページの
リニューアル
（総務費）

約1,960万円
村公式ホームページ
をリニューアルし、
閲覧される方にとっ
て利便性の高いホー
ムページへ再構築し
ました。

エコプラザの移転増設（衛生費）
約5,764万円

令和７年４月から北部エコプラザを開設し、
令和８年４月から南部エコプラザ（第一保育
所の北側）を開設しました。

学園アリーナ（体育館）の空調設備設置（教育費）
約1億2,276万円

安全・快適な教育環境および災害時に避難所となった際の
生活環境の整備のため、学園アリーナ（体育館）の空調設置
工事を行いました。
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一
般
会
計

質 

疑
村
税
収
入

問　

7
年
度
の
村
税
収
入
は
。

答　

前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
増

収
と
な
っ
て
い
る
。

防
犯
灯

問　

防
犯
灯
の
台
帳
修
正
委
託
と

新
設
工
事
の
関
係
は
。

答　

台
帳
修
正
委
託
は
、過
去
3

年
間
に
新
設
し
た
71
基
を
防
犯

灯
台
帳
に
登
載
し
た
も
の
。
新

設
工
事
は
、
地
区
か
ら
要
望
の

あ
っ
た
箇
所
に
防
犯
灯
を
設
置

し
た
も
の
。
7
年
度
に
新
設
し

た
防
犯
灯
は
、
今
後
防
犯
灯
台

帳
に
登
載
予
定
。

問　

防
犯
灯
台
帳
と
は
、
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

答　

建
設
課
所
管
の
G
I
S（
地

理
情
報
シ
ス
テ
ム
）に
印
を
つ

け
、
設
置
時
期
や
改
修
等
の
情

報
を
記
録
し
て
い
る
。

社
会
福
祉
協
議
会

問　

予
算
と
支
出
の
差
額
約

8
0
0
万
円
の
理
由
は
。

答　

各
種
事
業
の
残
予
算
の
合

計
が
約
8
0
0
万
円
と
な
り
、

特
に
大
き
な
理
由
は
な
い
。

問　

予
算
時
に
人
員
を
増
や
す

と
聞
い
た
が
、
い
か
が
か
。

答　

7
名
に
増
え
て
い
る
。

老
人
ク
ラ
ブ

問　

人
数
割
が
予
算
時
よ
り
少
な

く
な
っ
て
い
る
が
、
理
由
は
。

答　

予
算
時
に
は
会
員
数
を
増
加

さ
せ
た
い
と
の
思
い
が
あ
り
、

希
望
値
で
設
定
し
た
が
、
結
果

的
に
は
会
員
数
が
若
干
減
少
し

た
た
め
。

問　

会
員
数
が
減
少
傾
向
だ
が
、

対
策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

多
く
の
方
に
敬
老
セ
ン
タ
ー

を
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
楽
し
み
や
生
き
が
い
を
創

出
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

非
常
用
食
糧

問　

非
常
用
食
糧
の
購
入
費
用
が

3
倍
と
な
っ
て
い
る
が
、
理
由

は
。

答　

各
避
難
所
の
建
設
時
に
非
常

用
食
糧
を
購
入
し
て
お
り
、
更

新
の
時
期
が
重
な
っ
た
た
め
。

今
後
は
平
準
化
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

今
後
も
、
毎
年
約
1
千
万
円

の
予
算
が
必
要
な
の
か
。
7
年

度
だ
け
な
の
か
。

答　

毎
年
約
1
千
万
円
の
予
算
は

考
え
て
い
な
い
。

友
好
都
市
交
流

問　

派
遣
の
人
数
は
。

答　

南
種
子
町
へ
学
園
6
年
生
の

生
徒
10
名
、
豊
根
村
の
ス
キ
ー

交
流
へ
約
15
名
を
派
遣
し
て
い

る
。
豊
根
村
か
ら
の
受
け
入
れ

は
約
10
名
。

問　

派
遣
の
人
数
を
増
や
す
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

答　

南
種
子
町
か
ら
の
派
遣
も
約

10
名
で
あ
り
、
相
互
に
10
名
程

度
で
交
流
を
し
て
い
る
。
今
後

も
人
数
を
増
や
す
予
定
は
な

い
。

問　

相
互
に
派
遣
人
数
を
増
や
し

て
も
い
い
と
思
う
が
、
い
か
が

か
。

答　

研
修
先
の
施
設
料
等
を
支

払
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

な
ど
も
あ
り
、
人
数
を
増
や
し

て
、
行
き
た
い
子
を
派
遣
す
る

こ
と
は
難
し
い
か
と
思
わ
れ
る
。

村
内
設
置
の
防
犯
灯

老人クラブ例会

友好都市派遣交流（左：豊根村　右：南種子町）

非常用食糧（南拠点避難所）
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討  
論

反
対 
…
…
… 

橋
本　

渉　

議
員

　

豊
か
な
財
源
を
持
っ
て
い
る
村

な
の
で
、
豊
か
な
生
活
が
で
き
る

政
策
を
行
う
べ
き
だ
と
思
っ
て
い

る
。
生
活
の
支
援
や
負
担
軽
減
等

が
必
要
だ
と
思
う
が
、
ま
だ
ま
だ

住
民
の
負
担
は
大
き
い
。
負
担
軽

減
の
た
め
に
、
も
っ
と
必
要
な
こ

と
を
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
立
場
か
ら
反
対
す
る
。

賛
成 

…
…
… 

服
部　

高
志
議
員

　
「
活
気
・
魅
力
・
人
づ
く
り
の

村
」
の
推
進
に
向
け
、
事
業
計
画

に
沿
っ
た
実
施
が
な
さ
れ
、
適
切

に
執
行
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
最

良
な
事
業
の
推
進
と
予
算
執
行
を

望
み
、
村
民
の
生
活
環
境
の
向
上

に
努
力
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、
賛

成
す
る
。

（
賛
成
多
数
で
認
定
）

特
別
会
計

国
民
健
康
保
険

質 

疑

問　

今
後
、
保
険
税
は
ど
う
な
る

の
か
。
上
が
っ
て
い
く
の
か
。

答　

国
や
愛
知
県
の
計
画
、
運
営

方
針
に
従
い
、
今
後
も
上
げ
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

本
村
も
、
愛
知
県
の
指
導
で
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を

や
め
る
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
。

他
の
自
治
体
で
は
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
入
れ
を
行
っ
て
い

る
と
聞
く
が
、
い
か
が
か
。

答　

愛
知
県
内
で
は
約
25
自
治
体

が
繰
り
入
れ
を
行
っ
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。
し
か
し
、
国
か

ら
も
通
知
が
出
て
お
り
、
本
村

も
法
定
外
繰
入
は
解
消
し
て
い

く
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

問　

本
村
で
は
子
ど
も
に
対
し
て

も
保
険
税
を
課
し
て
い
る
が
、

課
し
て
い
な
い
自
治
体
が
あ
る

か
ど
う
か
知
っ
て
い
る
か
。

答　

子
ど
も
に
対
し
て
保
険
税
を

課
し
て
い
な
い
自
治
体
は
把
握

し
て
い
な
い
が
、
子
ど
も
の
軽

減
策
は
、
他
の
自
治
体
と
同
様

に
行
っ
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。

討  

論

反
対 

…
…
… 

橋
本　

渉　

議
員

　

住
民
か
ら
、
保
険
税
が
非
常
に

高
い
と
の
苦
情
を
聞
い
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
上
が
る
と
い
う
計
画

だ
が
、
上
げ
る
の
で
は
な
く
下
げ

て
ほ
し
い
と
い
う
立
場
か
ら
反
対

す
る
。

賛
成 

…
…
… 

伊
藤　

秀
樹
議
員

　

愛
知
県
が
運
営
主
体
と
な
り
、

医
療
の
高
度
化
に
よ
り
一
人
当
た

り
の
医
療
費
水
準
が
高
く
、
増
加

傾
向
に
あ
り
、
被
保
険
者
の
減
少

な
ど
、
厳
し
い
状
況
の
中
で
財
政

確
保
に
努
め
て
い
る
。
今
後
も
健

全
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め
、
堅

実
な
国
保
財
政
を
望
み
、
賛
成
す

る
。

（
賛
成
多
数
で
認
定
）

土
地
取
得（

全
員
賛
成
で
認
定
）

介
護
保
険

討  

論

反
対 

…
…
… 

橋
本　

渉　

議
員

　

保
険
料
が
非
常
に
高
く
、
愛
知

県
下
で
6
番
目
に
高
く
な
っ
て
い

る
。
値
下
げ
で
き
る
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
状
況
な
の
で
、
も
っ
と

値
下
げ
す
べ
き
だ
と
い
う
立
場
か

ら
反
対
す
る
。

賛
成 

…
…
… 

伊
藤　

和
利
議
員

　

今
後
も
高
齢
化
が
急
速
に
進
展

す
る
中
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
要

介
護
状
態
と
な
る
方
を
増
加
さ
せ

な
い
よ
う
に
、
よ
り
一
層
介
護
予

防
事
業
が
積
極
的
に
展
開
さ
れ
る

と
と
も
に
、
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と

す
る
高
齢
者
の
方
が
必
要
な
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
適
切
な
運
営
を
図
っ
て
い
た

だ
け
る
こ
と
を
願
い
、
賛
成
す
る
。

（
賛
成
多
数
で
認
定
）

後
期
高
齢
者
医
療

討  

論

反
対 
…
…
… 

橋
本　

渉　

議
員

　

こ
の
会
計
は
愛
知
県
が
行
っ
て

い
る
が
、
保
険
料
が
と
て
も
高
く
、

国
民
健
康
保
険
税
よ
り
も
さ
ら
に

高
い
保
険
料
と
な
っ
て
い
る
。も
っ

と
負
担
軽
減
を
行
い
、
値
下
げ
す

べ
き
だ
と
い
う
立
場
か
ら
反
対
す

る
。賛

成 

…
…
… 

伊
藤　

豊　

議
員

　

高
齢
者
の
保
険
料
を
広
域
連
合

に
納
付
す
る
た
め
の
会
計
で
あ
り
、

高
齢
者
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
社
会
全
体
で
支
え

る
制
度
で
あ
る
。
今
後
も
高
齢
者

の
医
療
の
確
保
を
図
る
た
め
、
健

全
な
制
度
運
営
を
望
み
、
賛
成
す

る
。

（
賛
成
多
数
で
認
定
）

宅
地
造
成
事
業

（
全
員
賛
成
で
認
定
）

公
営
企
業
会
計

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

事
業

（
全
員
賛
成
で
認
定
）
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令
和
８
年
７
月
13
日
か
ら
30
日
に
か
け

て
、
監
査
委
員
伊
藤
幹
男
氏
・
伊
藤
和
利
氏

に
よ
り
、
令
和
７
年
度
分
の
一
般
会
計
・
特

別
会
計
・
公
営
企
業
会
計
の
決
算
審
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
し
た
結
果
を
ま
と
め
、
８
月
24
日
に

意
見
書
と
し
て
村
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
お
よ
び
意
見

監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見

意見書を村長に手渡し 決算審査を行う監査委員

工
事
請
負
契
約

の
変
更

宅
地
造
成
総
務
管
理
事
業

宅
地
造
成
工
事

（
週
休
２
日
）

　

設
計
変
更
が
生
じ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
。

契
約
の
金
額

　

１
億
４
２
３
２
万
２
４
０
０
円

　
（
１
７
０
９
万
６
２
０
０
円
増
額
）

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

村
道
路
線
の

認
定
・
廃
止

　

民
間
企
業
に
よ
る
宅
地
開
発
に

伴
う
開
発
道
路
を
、
村
道
と
し
て

寄
付
を
受
け
、
認
定
す
る
も
の
。

ま
た
、
民
間
企
業
の
土
地
一
体
化

利
用
計
画
に
伴
い
、
路
線
を
廃
止

す
る
も
の
。

【
路
線
名
】

　

認
定
：
新
政
成
26
号
線

　

廃
止
：
大
宝
22
号
線

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

工
事
請
負
契
約

三
福
・
梅
之
郷
地
区

処
理
施
設
改
修
工
事

工
事
場
所

　

三
福
処
理
場

契
約
の
金
額

　

９
５
３
８
万
１
千
円

契
約
の
相
手
方

　

株
式
会
社
千
代
田
組
中
部
支
店

契
約
の
方
法

　

指
名
競
争
入
札

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

歳
入
歳
出
に
関
す
る
調
書
類
は
、
関
係
法
令

に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
決
算
計
数
は

関
係
帳
簿
お
よ
び
証
拠
書
類
と
照
合
し
た
結
果
、

誤
り
の
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
、
基
金
の
運
用

状
況
を
示
す
書
類
の
計
数
に
つ
い
て
も
、
特
に

問
題
と
す
る
事
項
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま

た
、
経
営
成
績
お
よ
び
財
政
状
態
に
つ
い
て
も
、

適
正
に
表
示
し
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
ま
し

た
。

　

職
員
一
人
一
人
が
意
欲
を
高
め
、
第
５
次
総

合
計
画
の
基
本
計
画
に
掲
げ
る
将
来
像
「
災
害
に

強
い
・
活
気
・
魅
力
・
人
づ
く
り
の
村　

と
び

し
ま
」
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
要

望
し
ま
す
。

審
査
意
見
よ
り（
要
旨
）

三
福
処
理
場
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条
例
改
正

飛
島
村
認
可
地
縁
団
体
印

鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
自
治
法
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令
の
施
行
に
伴
い
、

引
用
し
て
い
る
条
項
を
改
正
す
る

も
の
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

飛
島
村
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
い
、
改
正
す
る

も
の
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

専
決
処
分
の
承
認

　

道
路
の
維
持
管
理
上
の
瑕
疵
に

関
す
る
和
解
お
よ
び
損
害
賠
償
の

額
に
つ
い
て
、
村
長
が
専
決
処
分

し
た
も
の
を
承
認
し
ま
し
た
。

・
損
害
賠
償
額

６
０
３
３
円

（
７
月
27
日
専
決
）

　

な
お
、
当
該
賠
償
金
は
、
保
険

会
社
か
ら
支
払
わ
れ
ま
す
。

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

意
見
書
提
出

◎
「
新
た
な
『
定
数
改
善
計
画
』」

の
確
実
な
実
施
と
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
及
び
拡

充
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て

提
出
者　

中
山
恵
美
賀

（
全
員
賛
成
で
採
択
）

提
出
先

　

内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣
官
房
長

官
、
文
部
科
学
大
臣
、
財
務
大

臣
、
総
務
大
臣

会  計  名 今回の補正額 補正後の額

一般会計（第２号） 4,993万2千円 62億6,535万7千円

特別会計

国民健康保険（第１号） 88万円 5億2,788万円

介護保険
（第２号）

【保険事業勘定】 4,073万1千円 6億53万9千円

【サービス事業勘定】 9万7千円 67万7千円

９月定例会　補正予算一覧

特
別
会
計

　

令
和
８
年
４
月
に
創
設
さ
れ
た

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
や

８
月
に
改
正
さ
れ
た
高
額
療
養
費

制
度
に
対
応
す
る
た
め
、
シ
ス
テ

ム
の
改
修
委
託
料
を
増
額
補
正
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

国
民
健
康
保
険

（
第
１
号
）

　

令
和
７
年
度
の
決
算
に
伴
う
繰

越
金
額
の
確
定
お
よ
び
事
業
費
の

精
算
等
に
伴
う
補
正
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

介
護
保
険

（
第
２
号
）

一般会計（第２号）の主な内容

●物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金
　　　　��������� 156万3千円増額
●介護保険特別会計繰入金� 520万5千円増額
●繰越金��������4,276万8千円増額

歳入

●ふれあい温泉管理事業�� 1,980万円増額
●土地改良事業等助成事業�� 600万円増額
●公共物管理事業����� 1,660万円増額

歳出

（全員賛成で可決）

補正予算


